[bookmark: _Hlk177660485]産業廃棄物実態調査等の実施状況及び電子マニフェスト情報の利活用意向等に関するアンケート調査票（案）


[bookmark: _Hlk174448471]Ⅰ　産業廃棄物実態調査アンケートについて

問１　産業廃棄物実態調査アンケートの実施状況
産業廃棄物の排出・処理状況等の把握を目的としたアンケート調査（以下「産廃実態調査アンケート」という。）の実施状況について、以下の質問にお答えください。

（１）貴自治体では、産廃実態調査アンケートを実施していますか。
	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．実施している
	☐
	ｂ．実施していない ⇒　［問４］へお進みください。
	☐


（２）どの程度の頻度で産廃実態調査アンケートを実施していますか。
	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．概ね５年に１回
	☐	

	ｂ．毎年
	☐	

	ｃ．その他
	☐	（具体的には：　　　　　　　　　）



（３）直近の実施年度はいつですか。（本年度実施予定の場合は「本年度」としてください。）
	回答欄

	直近の実施年度
	

（記載例：本年度，2020年度）



（４）産廃実態調査アンケートの対象は、排出事業者（処分業者が自社の廃棄物として排出する場合を含む）のみでしょうか。処分業者（受託した廃棄物の処理状況等）も対象でしょうか。
	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ． 排出事業者のみを対象としている。
	☐
	ｂ． 処分業者も対象としている。　
	☐




問２　産業廃棄物実態調査アンケートの質問項目
産廃実態調査アンケートの質問項目把握のため、調査票の提供をお願い致します。
（１）貴自治体のホームページに産廃実態調査アンケートの調査票が掲載されている場合は、掲載ページのURLを御記入ください。
	回答欄

	掲載ページのURL
	




（２）ホームページに掲載されていない場合は、直近の産廃実態調査アンケートの調査票ファイルを回答票に添付してください。

問３　産業廃棄物実態調査アンケートの調査結果の利用状況
貴自治体では、産廃実態調査アンケートの調査結果をどのような用途に利用していますか。次の用途から、貴自治体でよく利用していると考えられる用途を選択してください。（３つまで）
	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．国（環境省）の産業廃棄物排出・処理状況調査に対応するための基礎データとして利用
	☐
	ｂ．貴自治体の廃棄物処理計画の策定、進行管理のための基礎データとして利用
	☐
	ｃ．産業廃棄物処理施設の状況把握（設置・稼働状況、残余容量の把握等）のために利用
	☐
	ｄ．産業廃棄物の広域的移動状況（域外からの搬入、域外への搬出）の把握のために利用
	☐
	ｅ．排出事業者や処理業者の監視・指導のための参考データとして利用
	☐
	ｆ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐


Ⅱ　産業廃棄物処理業者の処理実績報告について

[bookmark: _Hlk175207853]問4　産業廃棄物処理業者の処理実績報告の徴収状況
貴自治体では、産業廃棄物処理業者（収集運搬業者、処分業者）に、処理実績報告（運搬実績報告、処分実績報告）の提出を求めていますか。該当するものをお選びください。（複数選択可）

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．収集運搬業者に運搬実績報告の提出を求めている
	☐
	ｂ．処分業者（中間処理業者）に処分実績報告の提出を求めている
	☐
	ｃ．処分業者（最終処分業者）に処分実績報告の提出を求めている
	☐
	ｄ．上記のいずれも求めていない　⇒　［問７］へお進みください。 
	☐
	ｅ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　）
	☐

問５　処理実績報告で求めている報告事項
貴自治体で、産業廃棄物処理業者の処理実績報告で求めている報告事項について、以下の質問にお答えください。

（１）貴自治体が求めている処理実績報告の報告事項を次の選択肢からすべてお選びください。

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．排出事業場の所在地
	☐
	ｂ．処分事業場の所在地
	☐
	ｃ．運搬量
	☐
	ｄ．広域移動量（域外からの搬入量、域外への搬出量）
	☐
	ｅ．処分量（中間処理量、最終処分量）
	☐
	ｆ．処分量の排出地域別内訳（域内、域外等）
	☐
	ｇ．処分方法
	☐
	ｈ．処理施設の処理能力、残余容量等
	☐
	ｉ．熱回収の有無
	☐
	ｊ．中間処理後廃棄物の種類、量
	☐
	ｋ．再生利用量（再資源化量）
	☐
	ｌ．再生利用用途（再資源化方法）
	☐
	ｍ．処分料金・運搬料金等
	☐
	ｎ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐


（２）貴自治体のホームページに産業廃棄物処理業者の処理実績報告の様式が掲載されている場合は、掲載ページのURLを御記入ください。

	回答欄

	掲載ページのURL
	




（３）ホームページに掲載されていない場合は、産業廃棄物処理業者の処理実績報告の様式ファイルを回答票に添付してください。



問６　処理実績報告の利用状況
貴自治体では、産業廃棄物処理業者の処理実績報告のデータをどのような用途に利用していますか。次の用途から、貴自治体でよく利用していると考えられる用途を選択してください。（３つまで）

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：３つまで選択）

	ａ．国（環境省）の産業廃棄物排出・処理状況調査に対応するための基礎データとして利用
	☐
	ｂ．貴自治体の廃棄物処理計画の策定、進行管理のための基礎データとして利用
	☐
	ｃ．産業廃棄物処理施設の状況把握（設置・稼働状況、残余容量の把握等）のために利用
	☐
	ｄ．産業廃棄物の広域的移動状況（域外からの搬入、域外への搬出）の把握のために利用
	☐
	ｅ．排出事業者や処理業者の監視・指導のための参考データとして利用
	☐
	ｆ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐



Ⅲ　電子マニフェスト登録等状況報告について

問７　電子マニフェスト登録等状況報告のデータの活用状況
　日本産業廃棄物処理振興センター（以下「JWセンター」という。）では、毎年6月30日までに、産業廃棄物を排出する事業場ごとに、前年度における電子マニフェストの登録状況等をとりまとめた「電子マニフェスト登録等状況報告」（※）を都道府県知事に報告しています。
※「電子マニフェスト登録等状況報告」の様式
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/about/assets/files/gyouseihoukoku_yousiki1.pdf

　貴自治体における廃棄物処理の行政事務において、電子マニフェスト登録等状況報告を活用されている例はありますか。以下の選択肢から該当するものを選んでお答えください。（３つまで選択）

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：３つまで選択）

	ａ．国（環境省）の産業廃棄物排出・処理状況調査に対応するための基礎データとして利用
	☐
	ｂ．貴自治体の廃棄物処理計画の策定、進行管理のための基礎データとして利用
	☐
	ｃ．産業廃棄物処理施設の状況把握（設置・稼働状況、残余容量の把握等）のために利用
	☐
	ｄ．産業廃棄物の広域的移動状況（域外からの搬入、域外への搬出）の把握のために利用
	☐
	ｅ．排出事業者や処理業者の監視・指導のための参考データとして利用
	☐
	ｆ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐




Ⅳ　産業廃棄物の排出・処理状況の把握方法について

問８　産廃実態調査アンケートによらない産業廃棄物の排出・処理状況の把握方法
　産廃実態調査アンケートを実施していない場合や、産廃実態調査アンケートを行わない中間年度において、産業廃棄物の排出・処理状況の把握方法について伺います。
（１）産業廃棄物排出・処理状況を把握（産業廃棄物の排出・処理状況フロー等を作成）するため、どのようなデータや方法を用いていますか。以下の選択肢から該当するものをお選びください。（複数選択可）

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．直近の産廃実態調査アンケート結果、活動量指標（製造品出荷額等）の推移等から推計
	☐
	ｂ．多量排出事業者の処理計画実施状況報告のデータを活用
	☐
	ｃ．産業廃棄物処理業者の処理実績報告のデータを活用
	☐
	ｄ．マニフェスト交付等状況報告（紙マニフェスト）のデータを活用
	☐
	ｅ．電子マニフェスト登録等状況報告のデータを活用
	☐
	ｆ．その他電子マニフェストのデータを活用
	☐
	ｇ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐


（２）産廃実態調査アンケートを実施していない場合や、産廃実態調査アンケートを行わない中間年度において、産業廃棄物排出・処理状況を把握するために実施されている工夫やご苦労がありましたらご記入ください。（自由記述）
	記入欄（産業廃棄物の排出・処理状況の把握にあたっての工夫やご苦労の例）

















問９　産廃実態調査アンケート等の質問項目・報告事項の簡易化事例について
電子マニフェスト利用者を対象として、産廃実態調査アンケートの質問項目や、処理実績報告の報告事項を簡易化している例（電子マニフェストを使用した産業廃棄物については回答・報告を不要とする等）がありましたらご教示ください。（複数選択可）

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．産廃実態調査アンケートの質問項目を簡易化
	☐
	ｂ．産業廃棄物処理業者の処理実績報告の報告事項を簡易化
	☐
	ｃ．域外産業廃棄物の搬入に係る手続きや実績報告を簡易化
	☐
	ｇ．その他の行政報告を簡易化
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐
	ｅ．該当する事例はない
	☐


[bookmark: _Hlk174528121]Ⅴ　今後の電子マニフェスト情報の利活用について

問１０　再資源化情報等の追加により期待される利活用用途
　将来、電子マニフェストに「中間処理により生じる再資源化物の種類・量等」の情報が加わった場合（※）、どのような用途で廃棄物処理に係る行政事務の効率化等に役立つと思われますか。以下の選択肢から該当するものを選んでお答えください。（複数選択可）
※問10～11の回答にあたっては、別添資料「再資源化物の種類・量等が加わった電子マニフェスト情報の利活用イメージ」をご参照ください。

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．国（環境省）の産業廃棄物排出・処理状況調査への対応（処理フロー作成等の簡易化）
	☐
	ｂ．廃棄物処理計画の策定、進行管理（リサイクル率など目標指標に係る状況把握の簡易化）
	☐
	ｃ．産業廃棄物の広域的移動状況（域外からの搬入、域外への搬出）の把握
	☐
	ｄ．排出事業者や処理業者の監視・指導（処理内容の透明性向上等）
	☐
	ｅ．廃棄物処理過程における温室効果ガス排出量の算出（算出に資する処分方法情報等の提供）
	☐
	ｆ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐
	ｇ．特になし
	☐


問１１　再資源化情報等の追加により期待される効果
　前問でお答えいただいた用途において、電子マニフェスト情報の利活用により、従来行ってきた情報収集の一部が不要となった場合、どのような効果が期待されますか。以下の選択肢から該当するものを選んでお答えください。（複数選択可）

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．迅速かつ即時的にデータを収集でき、実態把握を頻繁に更新できるようになる
	☐
	ｂ.　実態把握のため推計によらざるを得ない部分が減り、実態把握の精度が向上する
	☐
	ｃ.　産廃実態調査等の調査を簡素化でき、排出事業者等（回答者）の事務負担が軽減される
	☐
	ｄ．処理実績報告等の行政報告を簡素化でき、処分業者等（報告者）の事務負担が軽減される
	☐
	ｅ．産廃排出・処理状況の把握に係る手間が削減され、自治体職員の事務負担が軽減される
	☐
	ｆ.　産廃実態調査等の調査を簡素化することができ、実態調査のための支出が削減される
	☐
	ｇ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐
	ｈ．特になし
	☐



問１２　 JWセンターによる自治体向け情報提供ツールについて
　JWセンターでは、「電子マニフェスト登録等状況報告書」のほか、次のような自治体向け情報提供を行っています。
	サービス名
	機能の概要

	LGサポート
	· 電子マニフェストを利用して排出事業者が登録した廃棄物処理情報や、処理業者が報告した運搬・処分の状況に関する情報、電子マニフェスト情報を集計した統計情報等をダウンロードできる地方公共団体向けのサービス。

	電子マニフェストBIツール
	· 電子マニフェストシステム（JWNET）に登録・報告されたデータをもとに、産業廃棄物の委託・受入・運搬・処分等の状況について、産業廃棄物の種類、排出事業者の業種、排出元や運搬先の地域等を切り口として、簡易な操作で可視化できるシステム。地方公共団体における政策立案や監視・指導に役立てることを目的とし、令和4年2月に産業廃棄物行政を所管する地方公共団体に提供を開始した。
［参考］https://www.jwnet.or.jp/info/kikansi/assets/files/kikansi_202301_p08_12.pdf



（１）LGサポートを使用したことはありますか。利用したことがある場合はその機能を選んでください。

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．LGサポートを利用したことがある⇒下表の該当項目（機能）を選択
	☐
	ｂ．利用していない ⇒　（２）へお進みください。
	☐


	回答欄（利用した機能にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．電子マニフェスト情報の確認
	☐
	ｂ．不適正な電子マニフェストの確認
	☐
	ｃ．電子マニフェスト登録等状況報告の確認
	☐
	ｄ．統計情報のダウンロード
	☐


（２）電子マニフェストBIツールを使用したことはありますか。利用したことがある場合はその機能を選んでください。
	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．BIツールを利用したことがある⇒下表の該当項目（機能）を選択
	☐
	ｂ．利用していない ⇒　（３）へお進みください。
	☐


	回答欄（利用した機能にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．委託量・処理量レポート
	☐
	ｂ．流入・流出指標レポート
	☐
	ｃ．移動量レポート
	☐
	ｄ．処理・運搬日数レポート 
	☐
	ｅ．排出事業者別委託量レポート 
	☐
	ｆ．多量排出事業場確認レポート 
	☐
	ｇ．処理業者搬入量レポート 
	☐

（３）関心をお持ちの（どのようなことができるか知りたい）機能はありますか。該当するものを下表からお選びください。

■LGサポートで関心がある機能
	回答欄（関心がある機能にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．電子マニフェスト情報の確認
	☐
	ｂ．不適正な電子マニフェストの確認
	☐
	ｃ．電子マニフェスト登録等状況報告の確認
	☐
	ｄ．統計情報のダウンロード
	☐


■BIツールで関心がある機能
	回答欄（関心がある機能にレ点を記入（チェックボックスをクリック）：複数選択可）

	ａ．委託量・処理量レポート
	☐
	ｂ．流入・流出指標レポート
	☐
	ｃ．移動量レポート
	☐
	ｄ．処理・運搬日数レポート 
	☐
	ｅ．排出事業者別委託量レポート 
	☐
	ｆ．多量排出事業場確認レポート 
	☐
	ｇ．処理業者搬入量レポート 
	☐




（４）これらの情報提供ツールについて、JWセンターが自治体向け周知活動（WEB講習会の開催、動画マニュアルのWEB掲載等）を行う場合、参加・閲覧してみたいと思いますか。

	回答欄（該当箇所にレ点を記入（チェックボックスをクリック））

	ａ．WEB講習会があれば参加を検討してみたい
	☐
	ｂ．動画マニュアルがあれば閲覧してみたい
	☐
	ｃ．特に参加・閲覧してみたいとは思わない
	☐
	ｄ．その他
（具体的には：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	☐


問１２　 電子マニフェストに関するご意見・要望等
　電子マニフェストに関する意見・要望等がございましたらご記入ください。（自由記述）
	記入欄（電子マニフェストに関する意見・要望等）










Ⅵ　アンケート回答者の所属・役職・お名前・連絡先等

※　下枠内の情報は、本アンケート実施機関の個人情報取扱い規則に則って慎重に取扱い、本アンケートに関する問合せが必要となった場合にのみ使用させていただきます。

	自治体名
	


	部署名
	


	役職・回答者名
	


	連絡先（TEL）
	


	連絡先（E-mail）
	




ご協力ありがとうございました。
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